
Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php on line 39



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 51



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 52



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 53



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 55



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "user_attribute" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Undefined array key "user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 63



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 64



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 65



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 66



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 67



Warning:  Undefined array key "tag" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 99



Warning:  Undefined array key "t" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 110



Warning:  Undefined array key "all" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 112



Warning:  Undefined array key "n" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 113



Warning:  Undefined array key "r" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 114



Warning:  Undefined array key "v" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 122



Warning:  Undefined array key "kanrino_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 138



Warning:  Undefined array key "title_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 139



Warning:  Undefined array key "tourokudate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 140



Warning:  Undefined array key "satueibasyo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 141



Warning:  Undefined array key "satueidate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 142



Warning:  Undefined array key "seireki_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 143



Warning:  Undefined array key "sikityo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 144



Warning:  Undefined array key "ookisa_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 145



Warning:  Undefined array key "syozousya_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 146



Warning:  Undefined array key "sankoubunken_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 147



Warning:  Undefined array key "tikucode_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 148



Warning:  Undefined array key "sagyobi_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 149



Warning:  Undefined variable $key_reg in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function_searchtop.php on line 57



Warning:  Undefined array key "" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 258



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 260



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 287



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 297



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 303



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 309



Warning:  Undefined array key "4user_account" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 585



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660
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登録リスト（該当：59件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	奈良時代、上田の地に建立された信濃国分寺。
承平の乱で焼失したといわれていますが、室町時代に今の場所へ再建されました。三重の塔は現存する国分寺で一番古く、国の重要文化財にも指定されている。	2024-02-13
	2	[image: 信濃国分寺三重塔]	信濃国分寺三重塔	　信濃国分寺三重塔は、室町時代中期に建てられた。上田小県にある４つの三重塔の中で３番目に古い。第一層の大日如来が安置されている仏壇の鏡天井を囲む四方は「如意頭文」という珍しい彫刻である。一層の内部には、今も色のあとが残っている。

　国分寺最古の三重塔であり、現在も建立当時の姿を見せていることは、目を引く魅力だなと考えた。また、別所温泉の安楽寺八角三重塔とともに大日如来が安置されたふたつの塔を合わせて巡る観光客も居るのではないかと感じた。	2024-02-13
	3	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	太陽が登る場所、信濃国分寺
しなの鉄道の信濃国分寺駅から雰囲気のある道を歩いてたどり着きます。	2024-02-13
	4	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺は、天平13年の国分寺建立の詔により、上田に建てられた。信濃国分寺は、承平8年に平将門と平貞盛の戦いで焼失した歴史がある。上田地域の雨が少なく太陽が出る気候も国分寺の建設地に選ばれた理由の一つとされている。	2024-02-11
	5	[image: 長野県上田市にある別所線の終点である別所温泉駅]	長野県上田市にある別所線の終点である別所温泉駅	別所線は大正から昭和にかけて開業した蚕都（サント）上田を支えた5つの私電鉄のうち、唯一現役なのである。また、上田から別所温泉に至る路線は大正10年（1921年）に開通した。また、中塩田駅や別所温泉駅など、駅舎に近代の趣を残す建物が多いのも特徴である。また、別所温泉駅は別所温泉街の玄関口として、別所温泉の発展に大きく貢献してきたと言える。また、別所温泉駅も信濃国分寺・生島足島神社・泥宮も結ぶレイラインの一部である。そして、別所温泉駅は、別所温泉街への玄関として長年、別所温泉の歴史や文化を伝える拠点として重要な役割を担っているとされている。そして別所温泉駅もまた竜と生きる町、上田としての文化的な背景を示す象徴的な存在と言える。
実際に訪れてみて、昭和のレトロ感があり、駅としてだけでなく、	2024-02-06
	6	[image: 信濃国分寺跡]	信濃国分寺跡	　信濃国分寺跡は、平将門の乱により消失した当時の国分寺が立っていたとされる場所である。昭和38年から46年にかけて行われた7回の発掘調査では、僧寺や尼寺が並ぶ伽藍配置と瓦、陶器などの遺物が発掘されている。全国の国分寺においても僧寺と尼寺が近接して建設されることは稀であり、10世紀頃の国分寺衰退の痕跡も確認できるなど歴史的価値の大きい遺産である。現在は、史跡公園として整備されている。
　上田市が地元でありながら国分寺跡まで、足を延ばす機会がなかった。行くことがあっても道路沿いまでで、線路を挟んだ向こうにも続いていることを知らず驚いた。併設されている信濃国分寺資料館では、発掘時の釘や瓦を見ることができ当時の歴史を知ることができる。また、安楽寺八角三重塔の模型もあり細部まで構造を確認するこ	2024-01-30
	7	[image: 石造多宝塔]	石造多宝塔	　信濃国分寺石造多宝塔は、現在の多宝塔は屋根や塔身の一部に窪みがみられる。これは、削り取った粉を飲むと「病気が治る」や「お守りとするとよい」などの信仰から、民衆が削り取ったものとされる。各部の様式、手法などから鎌倉時代の造立と推定される。全国的にも石造による多宝塔は少ないが、上田市には常楽寺含め二つの多宝塔が現存しており貴重なものである。
　三重塔などなどの複数の歴史的価値のある建物が存在していることは知っていたが、その細部まで見ることは無かった。国分寺と共に一体感や壮大さを体感でき、良い経験となった。平日に行ったため、人が少なくゆっくり見ることができ良かった	2024-01-30
	8	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	　信濃国分寺は、741年に発せられた国分寺建立の詔により建立された。当時の国分寺は、平将門の乱において消失したと伝えられており、この事件を機に現在の位置に再建されたとされている。現在の信濃国分寺は天台宗の寺院で、本尊は薬師如来である。境内は天平の伽藍の北側、⼀段高い場所にかつての僧寺と主軸線を合わせて整備されている。
　信濃国分寺には、八日堂縁日に際に行くのがほとんどで行く機会はなかった。縁日の際に行くため、人が多く境内をしっかり見たことが無かった。本堂のほか石造多宝塔や三重塔など、多くの歴史的価値がある建物が残る場所であると理解できた。	2024-01-30
	9	[image: 祖父母宅の蘇民将来符]	祖父母宅の蘇民将来符	　蘇民将来符は、毎年1月7日・8日の八日堂縁日にて招福除災を祈り、参拝者に授けられる護符のこと。信濃国分寺の蘇民将来符は、ドロヤナギの木を六角錘形に作ったもので、形状や模様の一つ一つに意味がある。6つの側面には「大福・長者・蘇民・将来・子孫・人也」の文字が記されている。その形状と図柄は民芸的に格調が高く、民俗学的にも貴重な文化財とされている。昭和43年4月には上田市の民俗文化財に指定されている。
　祖父母宅には、以前から蘇民将来符があることは認識していたが、どんな意味があるかなど理解していないことが多かった。毎年購入し増え続けるため、何かしらの意味があるとは思っていたが、歴史・意義に興味を持つことは無かったので良い機会となった。	2024-01-30
	10	[image: 松平氏とゆかりのある上田のスポット]	松平氏とゆかりのある上田のスポット	　上田を治めた松平氏にゆかりのあるスポットを載せたマップを作製した。今まで紹介してきた記事に加え、4つのスポットをマップに加えた。
　信濃国分寺の三重塔修復で紹介した松平忠周であるが、彼は正徳2年（1712）5月に山家神社の社殿を、正徳4年（1714）8月には紺屋町八幡神社の社殿も修復している（ただ、どちらの修復も三重塔修復より前の時代になる）。上田に引っ越してきて間もない忠周は、古くから上田住民の心の拠り所となってきた上記の神社仏閣を修復することで、上田領民の信用・信頼を得ようとしたのではないか、と私は考える。加えて、これから先、領内で天災や大きな事件が起こらないように、と土着の神仏に願かけをする気持ちもあったと思う。
　山家神社であるが、額縁の『山家神社』という字は、上田最後の藩主で、知	2024-01-30
	11	[image: 信濃国分寺三重塔]	信濃国分寺三重塔	寺伝では、1197年に源頼朝が善光寺参詣の掃途、寺の製退を憂い、塔の復興を命じたといわれている。
建築様式から、室町時代に建立されたものと推定される。
「和様」の外観で落ち着いた雰囲気がある。

本堂の隣に建てられており、三重塔なので高く迫力がある。	2024-01-28
	12	[image: 信濃国分寺本堂]	信濃国分寺本堂	信濃国分寺本堂は、天台宗の寺院で、本堂は薬師寺と呼ばれる。
県宝に指定されている。「国やすらかに人たのしみ、災いをのぞき福いたる」という聖武天皇の741年の勅願により建てられた。

しなの鉄道の信濃国分寺駅から徒歩5分で行くことができる。
秋の紅葉が綺麗な時期に行くのがおすすめである。	2024-01-28
	13	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺は奈良時代に建立された寺であり長い歴史を持ちます。三重塔は国の重要文化財に指定されています。
1月には500年以上続いている伝統行事である｢八日堂縁日｣があり、多くの人でにぎわいます。八日堂縁日では、疫病や災難を避けて福を招くといわれる護符である蘇民将来符を手に入れることができます。	2024-01-25
	14	[image: 信濃国分寺・三重塔]	信濃国分寺・三重塔	信濃国分寺は、薬師如来を安置する本堂をはじめとした堂塔伽藍がそろい、1月８日の縁日にちなんだ「八日堂のお薬師さん」の名で近在の信仰を集めている。
そして信濃国分寺三重塔は、日本遺産に登録されており建久8（1197）年に源頼朝が善光寺参詣の帰途、寺の衰退を憂い、塔の復興を命じた。建築様式は、「和様」の外観となっている。	2024-01-25
	15	[image: 信濃国分寺三重塔]	信濃国分寺三重塔	寺伝では1197年に源頼朝が善光寺参詣の帰途、寺の衰退を憂い、塔の復興を命じたという。建築様式から、室町時代に建立されたものと推定され、「和様」の外観は堂々と落ち着いた雰囲気を呈している。


周りに住宅や道路が多くあったが、生島足島神社と違って信濃国分寺は、お寺に近づくにつれ景観が古風になり、落ち着いたものになっているように感じた。生島足島神社も地域に根差している神社だが、信濃国分寺は上記のような繋がりで町と調和していたように感じた。	2024-01-25
	16	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	安楽寺八角三重塔は、中国から伝わった「禅宗様」で造られた、現存する日本唯一の木造八角三重塔で、長野県の「国宝第一号」である。かつては「四重塔」とされていた。禅宗寺院であるにも関わらず一層内部に大日如来像が安置されている。


周囲を緑に囲まれ、落ち着いた雰囲気を感じさせていた。周りに住宅や道路のある、生島足島神社や信濃国分寺とは違い、周りにそのようなものが比較的少ないため、より落ち着いた雰囲気に感じたのだと思った。	2024-01-25
	17	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺本堂は文永12年に起工、万延元年に竣工され、彫刻・絵様は江戸時代末期の特徴が表れている。住宅街の中にあり、訪問した時は人があまりおらず静かな雰囲気だった。思っていたよりも大きく立派で本堂だけでなく周りの石畳や石造からも歴史を感じた。三重塔の前には紅葉が見られ、とても映えていた。上田地域の、雨が少なく太陽が出る気候も国分寺の建設地に選ばれた理由のひとつと考えられる。日本遺産のストーリーにある「太陽」というワードに関連する文化財であると考える。	2024-01-25
	18	[image: 信濃国分寺の瓦]	信濃国分寺の瓦	左に烏天狗、右に天狗をかたどった瓦がありました。

天狗はご存じの方も多いと思いますが一般的に赤い顔、高い鼻、翼を持った神あるいは妖怪です。古くから山間部は異界とされ、そこで発生した様々な現象を天狗によるものだとしていました。

烏天狗は烏のような嘴、翼を持つ神あるいは妖怪です。源義経に剣術を教えたのは鞍馬山の烏天狗と言われています。

どちらも寺に入る邪気から守るために設置されているようです。

こういった魔除けの意味を込めて建築物に生物や神、妖怪などをかたどったものをつくるという文化は非常に興味深いです。信濃国分寺ではこのような「瓦」の形で表現されているのでなかなか珍しいと感じました。調べても詳細は出てこなかったのですが、像などではなく瓦という形をとったのか気になりました。	2023-12-17
	19	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	20	[image: 中井遺跡]	中井遺跡	田地にある遺跡。
発掘された出土品は信濃国分寺資料館にあるようです。	2023-11-30
	21	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	寺伝では、1197年に源頼朝が善光寺参拝の帰りに寺の衰退を憂い、塔の復興を命じたとされている。建築様式から室町時代に建立されたと推測され、「和様」の外観をしている。第一層の大日如来が安置されている仏壇の鏡天井を囲む「如意頭文」は「禅宗様」の建物で用いられているものである。

駐車場が境内のすぐ側にあったが、そこまでの道が細く、車では少し通りにくいと感じた。境内の周りの民家も雰囲気あるつくりの家が多く、地域になじんでいる印象であった。境内の中には、小さな寺院が多くあったが、本堂とのつながりがあまりよく分からなかったので、どのような関連性があるのか説明が欲しいと感じた。

信濃国分寺の建立は推定室町中期で、昭和7年から解体修理が行われた。その時に、三重塔古心柱も取り換えが行われ、その柱が	2023-11-30
	22	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺は、奈良時代に建てられました。
境内にある三重塔は、現存する国分寺の塔の中で最も古いものです。
信濃国分寺は静かな感じで、歴史だけでなく自然も感じられる場所です。	2023-11-26
	23	[image: 信濃国分寺史跡公園]	信濃国分寺史跡公園	国分寺史跡公園は実は国分寺の遺構を埋め戻して作られた。
5,5ヘクタールもある。写真を撮り忘れてしまったが信濃国分寺にも訪れた。
信濃国分寺は聖武天皇の勅願によって741年に建てられたとても歴史のあるお寺。
信濃国分寺は薬師如来を安置する本堂をはじめとした堂塔伽藍がそろっている。縁日も開かれており人や屋台でにぎわっていた。その他にも節分などの行事も開かれていて多くの人が訪れている。
三重塔は国指定の重要文化財にもなっている。
信濃国分寺は信濃の国の鎮国道場だった。
歴史が深く三重塔などは江戸末期のものとされている。
蘇民将来のお守りは家々の息災安穏と繁栄を願う。	2023-11-21
	24	[image: 信州国分寺史跡公園の藤の花]	信州国分寺史跡公園の藤の花	毎年5月中旬に見頃を迎える藤の花。
明治13年に黒沢鷹次郎が南佐久郡の農家からカバンに入れて苗を運んだためカバンの藤と呼ばれています。
およそ500平方メートルの藤棚が設けられ、藤の花の名所として地元住民に親しまれています。
毎年見に行きますが、藤の花の壮大さに圧巻します。とてもおすすめの場所です。	2023-10-22
	25	[image: １信濃国分寺（重要文化財）]	１信濃国分寺（重要文化財）	奈良時代に建立された天台宗の寺院。承平の乱で燃えてなくなってしまったが室町時代に今の場所に再建された。蘇民将来符という疫病や災難を避けて福を招くといわれる護符
が有名で、正月の縁日にのみ手に入れることができる。
お寺は無料で参拝することができるが、信濃国分寺資料館は小中学性60円、学生180円、一般250円の入館料が必要。	2023-07-27
	26	[image: 名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～]	名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～	信濃国分寺駅の南側に位置する下堀地区です。
ここには堀川神社があり、今でも地区住民によって守られています。

拝殿は一見シンプルですが、本殿を見ると見事な装飾があります。これは1886年（明治19年）に上田の名工竹内八十吉によって掘られたものです。八十吉は1815年（文化12年）から1898年（明治31年）まで活躍した諏訪立川流の大工で、堀川神社以外にも信濃国分寺の本殿の彫刻も掘っている。

次に下堀地区は養蚕業で栄えていた地区である。その証拠がこの石垣である。
これは、ぼたもち積みと呼ばれる積み方でお金持ちの家しか作ることができない石垣である。https://d-commons.net/upload/4/575/054168_0023_006.jpg養蚕業で儲けていたからこそできる石垣で、当時は養蚕農家それぞれが競い合って家を建てていたそうだ。それほどまでにこの地区の養	2023-01-19
	27	[image: 信濃国分寺仁王門]	信濃国分寺仁王門	信濃国分寺駅から信濃国分寺へ向かう途中にある門。信濃国分寺への入り口を感じさせる。	2022-11-30
	28	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	上田市にある歴史ある寺院。	2022-11-30
	29	[image: 10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～]	10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～	全3回ある授業の1回目です。
10月27日に神川小の3年生の児童と一緒に、国分地区を探検し、お気に入りの場所やものを探すという学習支援を行いました。
今回は蚕影神社→信濃国分寺駅→国分寺→史跡公園の順番で地域を探検し、みんな思い思いにいろんな物にカメラを向けていました。
児童はクロームブックで写真を撮ることに非常に興味を持っていて、神社などの大きな建造物から駅に咲いている花や公園に落ちている葉っぱなどの小さなものまで写真をたくさん撮っている児童が多く見受けられました。
「こんなところに文字が書いてある！」「なんだこれ！？」と不思議に思ったり新しい発見ができた児童や「こんなの見つけたよ！」「きれいな写真が撮れたよ！」と私に見せてくれる児童もいました。
子供はこういうところに興味を持つんだ	2022-10-27
	30	[image: 上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅]	上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅	1921年、上田で「信濃自由大学」(後に上田自由大学)が始まってから約100年が経過しました。当時の神川村の青年だった山越脩蔵、金井正らが始めた上田自由大学は「学ぶとは何か」「自由とは何か」といった時代を超えた根源的な問いかけを現代に対しても投げかけています。

今日8/23、たまたま信濃国分寺の周辺を訪れました。上田自由大学の主要メンバーの一人、山越脩蔵(1894-1990)の生家が現在も残っています。その屋敷の広大さは外塀の大きさからもうかがい知れます。しっかりと綺麗に保全されていることに感心をしました。道路側から見える手前は増築された建物。山越脩蔵が暮らしていた時代の母屋はその奥にあります。

現在はバックパッカーが宿泊できる宿として運営されていることを知りました。歴史的な建造物をこのような形で保全・	2022-08-23
	31	[image: 信濃国分寺本堂]	信濃国分寺本堂	本堂は1829年（文政12年）に発願、1840年（天保11年）に起工、1860年（万延元年）に竣工した。近世の堂としては東信地方最大の建造物で、彫刻にみられる鋭い彫りや、絵様に江戸時代末期の特徴があらわれているそう。	2022-01-25
	32	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	そんな農民美術品を実際に見たり、購入できる美術館があります。それは信濃国分寺駅近くにある尾澤木彫美術館です。実際に新潟の山中にあった古民家を洋風にリフォームして活用した外観がとても素敵でした。その中には多くの農民美術が飾られています。ここは農民美術の先駆者出会った山本さんと共にいた尾形千春さんとそのご子息である尾澤敏春さんの木彫り作品などが貯蔵されています。	2022-01-25
	33	[image: 散策マップ]	散策マップ	このマップは旧神川村を案内するものであり、とてもわかりやすく描かれています。大屋駅から信濃国分寺駅のたった一駅であるが紹介されているものが多いです。	2021-01-31
	34	[image: 廻廊跡]	廻廊跡	この廻廊は中門と講堂をつないでいる。歩く場所ということもあり、きれいに整備されていることが分かる。	2021-01-25
	35	[image: 金堂跡]	金堂跡	石段の部材と思われる凝灰岩の切石が発見されている。基壇は東西２９.７ｍ、南北１９.３ｍで、推定される建物規模は正面２４.２ｍ、側面１４.４ｍである。	2021-01-25
	36	[image: 講堂跡]	講堂跡	高さ約５０ｃｍの基壇と、本来５０個ある礎石のうち２７個が良好な状態で残っていたことが分かっている。基壇の規模は東西３４ｍ、南北２０ｍで、建物は正面２８.８ｍ、側面１４ｍと確認されている。	2021-01-25
	37	[image: 信濃国分寺跡史跡公園]	信濃国分寺跡史跡公園	これは信濃国分寺跡史跡公園の写真である。一部しか写っていないが公園自体はもっと広い。公園の中に資料館が置かれている。昭和に行われた信濃国分寺の発掘調査の結果、中門や金堂などの遺構を確認・推定することができた。寺域は、僧寺がおよそ東西１７６メートル、南北１７８メートル、尼寺は東西１４８メートル、南北１５０メートルと判明した。これらの遺構の保存と活用のため、全国で最初の史跡公園に認定された。
遊具はないが犬の散歩をしたり子供がボール遊びをするにはとても良い場所である。紅葉の季節になると国道沿いにある木が色を変え、鮮やかになる。	2021-01-25
	38	[image: 仁王門]	仁王門	この写真は信濃国分寺の仁王門である。仁王門であるがかなり迫力がある。国道１８号線沿いにあるということで交通量も多く、横目で見てもかなりの存在感を示している。	2021-01-25
	39	[image: 三重塔]	三重塔	この写真は重要文化財にも指定されている三重塔である。高さはおよそ２０メートルある。外部は和唐折衷様式であり、内部は純唐様式である。	2021-01-25
	40	[image: 蘇民将来符]	蘇民将来符	これは「蘇民将来符（そみんしょうらいふ）」と呼ばれるもので、疫病を除いて福を招く護符である。ドロヤナギという木を彫って六角錐形にしており、この形状と図柄は重要な文化財とされている。昭和４３年には上田市の民俗文化財に指定されている。

[参考文献]
蘇民将来と八日堂縁日https://museum.umic.jp/somin/category_top/s_index.html	2021-01-25
	41	[image: 当時の八日堂縁日の様子]	当時の八日堂縁日の様子	この絵は昔の八日堂縁日の様子を描いたものである。この絵の中に人は３６３人描かれているが、現代ではこの地域に住む多くの方は八日堂縁日に行っている。昔から伝わる伝統的なお祭りである。	2021-01-25
	42	[image: 信濃国分寺資料館]	信濃国分寺資料館	信濃国分寺資料館は国道１８号線沿いにある。ここには信濃国分寺跡に関する資料を中心に、文化財はもちろん、伝統的なお祭り（八日堂縁日）に関する資料などが多く保管されている。
この地域のこれまでの歴史を学ぶ場として利用ができる。	2021-01-25
	43	[image: 信濃国分寺について]	信濃国分寺について	国分寺は聖武天皇の命令により、国ごとに国分寺が創建された。信濃国分寺は奈良時代に上田に建立されたが、承久の乱で焼失したと言われている。そのため、室町時代に上田市国分に再建された。これが信濃国分寺である。写真は信濃国分寺本堂である。

[参考文献]
信濃国分寺公式ホームページhttp://shinano-kokubunji.or.jp/	2021-01-25
	44	[image: 上田市の重要文化財]	上田市の重要文化財	テーマを選んだ理由は、上田市の重要文化財に指定されている信濃国分寺について調べたいと思ったからである。

信濃国分寺の歴史を主に探求したいと考えている。

調べる方法としては、実際に信濃国分寺に行ったり信濃国分寺資料館を訪れたいと考えている。また、信濃国分寺のホームページなども活用して調べていきたい。	2020-12-21
	45	[image: 科野大宮社 +まとめ]	科野大宮社 +まとめ	上田駅東にあるイオンスタイル近郊にある小さな神社です。入口すぐにある太い木が特徴的です。
秋ということで紅葉がとても綺麗で、葉が舞い散る様はとても情緒を感じました。

今回の探検では、本来は信濃国分寺に訪れるつもりでしたが、時間とメンバーの体力の都合上断念しました。が、常田館製糸場では今までで一番と言っていいほど面白い情報が入手できたのでこれだけでも十分かと思います。信濃国分寺については駅も近くにあるので時間があるときに行きたいです。	2020-11-19
	46	[image: 第3回街歩きまとめ]	第3回街歩きまとめ	当初の予定であった信濃国分寺は時間の都合で行くことが出来なかったが、訪れた場所は綺麗なところが多かった。今回は寺や神社が大半を占めてしまったが、前回も訪ねたお寺とともに街中に位置しているものの紅葉が綺麗な場所が多いなと感じた。	2020-11-17
	47	[image: 信濃国分寺　ハス田　]	信濃国分寺　ハス田　	このハス田は、地域の農家のご好意により、平成16年に本堂裏の約200坪の水田を借り受け、住職の方が鉢で育てていたハスの苗を植えたことが始まりだったようです。平成17年には、約300坪、27年に約200坪、そして28年には約100坪の池がつくられました。平成17年から「はすの花を育てる会」が結成され、整備や管理が行われてきたようです。私は蓮の花を間近で、実際に見たことは初めてでした。一面にピンクや白の蓮の花が咲いている光景を目にしたときは、思わず声が出てしまいました。ハス田越しに見る本堂も立派でした。ただ、蓮の花が早朝に咲き、昼過ぎには窄んでしまうことを知らなかったので、もう少し早い時間帯だったら、大きく開く蓮の花を楽しむことができたのかなあと思います。気になったので蓮の花言葉を調べてみると、「清らかな心	2020-08-09
	48	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	境内には、国の重要文化財に指定されている和唐折衷様式の三重塔があります。現存する国分寺の塔の中では最も古いです。偶然にも、私が訪れた８月８日のみ、三重塔の内部の公開がされていました。仏の傍には、蓮の花も咲いていました。清らかに生きることの象徴とされている蓮の花は、仏教にも継承されているらしく、死後の極楽浄土に咲く花として親しまれてきました。そのために、如来像の台座や仏像を安置する仏具には蓮の花が彫られていることも多いようです。	2020-08-09
	49	[image: 信濃国分寺史跡公園 万葉植物園]	信濃国分寺史跡公園 万葉植物園	今から1.500年ほど前から300年以上にわたってつくられた歌集、万葉集に詠まれた植物を集めた植物園です。植物園の広さは１haで、詠われた植物のうち、上田でも育つことのできるものが植えられています。万葉の時代の方々が自然や野の花をみて感じ取ったことを、現代に生きる私たちが同じように体験できることに魅力に感じました。	2020-08-09
	50	[image: 信濃国分寺駅]	信濃国分寺駅	しなの鉄道線の駅。信濃国分寺の近くに位置している。	2020-07-13
	51	[image: 信濃国分寺　ハス畑]	信濃国分寺　ハス畑	本堂の北側に位置するハス畑です。見渡す限りのハスの花々は、本当に綺麗でした。	2020-07-13
	52	[image: 信濃国分寺　三重塔]	信濃国分寺　三重塔	室町期の建築様式で、外部は和様を主とした和唐折衷様式、内部は純唐様式です。高さは約20メートルで、国の重要文化財に指定されています。	2020-07-13
	53	[image: 信濃国分寺　本堂]	信濃国分寺　本堂	この本堂(薬師堂)は江戸末期の建造で、東北信では善光寺につぐ規模だそうです。長野県の県宝にも指定されていることもあり、見応え抜群でした。	2020-07-13
	54	[image: 信濃国分寺仁王門]	信濃国分寺仁王門	国道18号線に面した信濃国分寺へいざなうシンボルで、昭和53年の建立だが、江戸期の仁王像を安置しています。	2020-07-13
	55	[image: 生島足島神社　山宮社]	生島足島神社　山宮社	東山の麓から、10分ほどなだらかな山道を登っていくと、密やかに生島足島神社の山宮社があります。

ここは、生島足島神ではなく諏訪大社の神様を祀ってあるらしく、山中に山宮社を置くことで、里にある生島足島神社との間に、山と里でエネルギー循環が起きることを意図したようです。

神道では、万物に神々の意識が宿るとする「八百万の神」の思想を大切にしていますが、昔の人は、自然に対して畏敬の念を抱き、山に神聖なものを見出していたのですね。

この山宮社は、先日、日本遺産に認定されたレイライン(生島足島神社〜信濃国分寺へと続く光の筋)の中心に位置します。

皆さん、ぜひ、行かれてみてください！	2020-06-29
	56	[image: 『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ]	『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
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	2020-06-28
	57	[image: 『上田市誌』(全31巻 2004年)目次]	『上田市誌』(全31巻 2004年)目次	『上田市誌』全31巻
発行：2002～2004年
編集者：上田市誌編さん委員会
発行者：上田市、上田市誌刊行会

以下から各巻の目次と奥付が参照できます。なお、対象の「上田市」は2006年の合併以前の旧上田市が対象です。

第01巻 自然編(1)上田の地質と土壌
第02巻 自然編(2)上田の気象と川や湖
第03巻 自然編(3)上田の動物と植物
第04巻 歴史編(1)上田盆地のあけぼの
第05巻 歴史編(2)上田の弥生・古墳時代
	2020-06-27
	58	[image: 信濃国分寺跡地]	信濃国分寺跡地	信濃国分寺跡地。
藤の花が美しく、季節によって様々な顔を見せてくれる。	2020-05-23
	59	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	歴史の長いお寺。
1月8日には八日堂縁日が行われる。	2020-05-23
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